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ボ
ン
ス
、ヮ：，
ラ、メ
ン
，ガ
ー
等
に
依
り
て
精
密
に
研
究

' 

せ
ら
れ
て
以
來

M

濟
學
の
基
礎

^

る
少
數
の
紙

ff
l

中
の
最
も

$

獎

な

る

も

看

做

^

る
> 

に
至
つ
た
の
み
な
ら
ず
，是
れ
な

ぐ

し

て

は
純

a

經
濟

.
學
は
•成
立
し
な
い
ど
云
ふ
も
敢
て
過
言 

第
十
七
怨

(

ー
四
室

〕

論

E

効
川
遞
減
の
法
則
の
：极
據
に
就
吾
て

 

第

九

觚
;
::
:

,:

ー
,:



窗_ :

1、，••".為
;， 、ぺ■ 
狨册ー全判菊打四软 (

プボ總酿

佘 價 定

’郝

製將入阀

m.E.Aヘン 
:4娆七

I:

•『

本
_

,|
;

於

け

ろ

勞

働

藝

吵

谶

绔

』

を
劈
頭.
•に
、
或
は
勞
灣 

働
锥
議
調#

立
法
論
を
提
げ
、
或
，は
勞
働
紕
合
法
を
識
き

、

; 

又
成
はf

罷
篥
權
の
確
立
七
消
费
者
の

M

^

f
r l

:
論
U

R
 

j 

て
，、̂

後

に

乏

等
に
關
す
る
豳
逸
络
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说
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あ
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に
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し
な
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ビ
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■
云
ふ
こ
ビ

..は
明
か
で
あ
る
。
即
ち

.同一
の
物
ど
雖
も
、其
物
を
吾
人
が
所
有
す
る
分
量
の
多
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少

'に
依
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効
用
に
等
差
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生
ず
る
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あ
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。
”

.
 

.
 

.... 

-

.

. 

.:

.

.

ジH

ボ
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ス
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此
一
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節
に
於
て
論
.せ
る
効

-/
«
は
主
觀
的
槪
念
な
る
や
將
た
又
客
觀
的
事
實

な
る
か

明̂
瞭
で
無
い
。

麵
麴
の
營
養
惯
，値
は
其
の
：消
費
量
を

I增す
：に
®
ひ
遞
減
す
る
も
の

で
あ
る

o
是
れ
は
消

®
者
が

a
識
す
る
ビ
否
と
を
問
は
す
存
立
す
：る

.客
«
:的事
實
で
あ
る
。

此
；輿

«
的
事
實
を

.ば『

効
用

』

ビ
稱
す
る
主
觀
的
槪
念
と
し
て
取
扱
.ふ
前
に
は
何
^
か
の
說
明
を

要
す
る
の
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、ジ

H

ボ
ン
ス
は
之
を
閑
却
し
て
ゐ
る
。
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マ
ー
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グ
も
亦
効
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を：主

«
的
槪
念
と
し
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取
扱
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、其
の
遞
減
の
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則
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人
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或
る
物
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全
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効
用
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が
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快
樂
又
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ハ
他
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益
の
金
部
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は
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物
の
：所
有
量
が
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邶
す
る
に
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て
增
大
す
る

が

、此
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大
の
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は
其
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の
所
苻
最
の
增
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の
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及
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無
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註
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と
記
述
し
て
ゐ
る
に
も
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中
、此
法
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法
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で
あ
る
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て
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榄
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成
る
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に
供
給
せ
ら
れ
る
一
日
一
斤
の
麵
齙
は
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を
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も
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つ
て
、絕 

大
の
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し
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る
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せ
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れ
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一
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麵
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大
効
用
を
有
し
て
ゐ
る
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然
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其
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第
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の
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滿
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來
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何
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に
第
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片
の
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は

第
一

片
よ
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も

小
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の
快
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を
與
ふ
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る
も
の
で
ぁ
る
か
の
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は
.他
の
經
濟
學
者
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に
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於
け
る
ヒ

.同
じ
く

不
充
分
で
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る
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齙

.の場
合
に
は
何
.人
に

0
し
て
も

.第一1

片
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第
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一
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片
よ

P

も

少
な
&
快
樂
を
與
へ
る
と
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ひ
得
る
な
ら
ん
も
、此
斷
定
は
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の
如
き
嗜
好
品
に
は
適
用
す
：る
乙
ビ
が
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で
は
な
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價
値
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®
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つ
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ゐ
る
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は

第
二
片
の
麵

ft
が
.第
一
片
に
劣
つ
て
ゐ
る
の

€
毫

も
異
な
ら
無
い
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然
る
に
酒
を

»#
む

人 

が
。最
初
の
數
杯

i
x
:其後
の

®
杯
：よ
り
遙
か
に
大
な
る
快
楽
を
鐵
知
す
る
こ
ビ
は
吾
人
の 

日
常
觀
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せ
る
所
で
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る
。
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の
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す

笫
十
七
卷

(

一
四
セ
九
V
論

:.
;
挪
効
川
遞
減
の
法
則
の
根
摅

|:
就
き
て 

第

九

號

3£



」

雜
十
七
卷(

ー
四
七
八

〕

論
說
効
川
遞
诚
の
法
則
の
根
據
(:
就
き
て 

第
九
號 

四
 

.此
の
外
べ
ン

V:

ク
工W

は
數
箇
の
皿
に
ぅ
た
る
數
純
の
食
品

(

註七〕

，

セ
リ
グ
マ
ン
は 

林
檎

S
八〕
、

フ

-
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'
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は：椅
子

(

註九〕

の
例
を
取
り
て
貨
物
の
數
量
が

.增
加
す
る
に
從

a
て 

典
物
の
効
用
が
漸
次
減
：少
す
る
狀
態
を
ば
、又、ジ
ー
ド
は
水

(

註十)

、
力
ナ
ン
は
小
麥

(

独
十

I
Wを 

例
に
取
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.て貨
物

.の

.：數

M
が
多
き
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に
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の
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恶
な
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て
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る
が
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用
が
何
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に
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減
す
る
か
に
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き
て
は
明
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な
る
解
說
を
與
ぺ
て
ゐ
な
い
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ょ
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も
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て
ゐ
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o
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の
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る
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物
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は
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次
減
少
す
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あ
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一
日
の
中
に
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を
受
け
た
る
ー
片
の
麵
齙
は
生
命
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維
持
す
る
手
段
ビ
し
て
は
殆
ん
ど
無
限
：の
効
用
を
：有
し
て
ゐ
る
。

第

-
片
一
の
麵

_
は
空
腹
を
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：

，効

用

？

用

：役

：

*

r 

0

I

V

■抑
も
効
用
ビ
：は
物
の
用
役
を
人
が
丰
親
的
に
認
め
た
も
の
に
：外
な
ら
無 

:用
：役
ビ
は
何
で
ぁ
る
か

1
'日く
、或
る
：

1
:個の

#
體
の
用
役
と
は
：其
物
が
或
る
他 

す

.影響
を
云
ふ
の
：で
ぁ
る
。

.太

.陽、空
ー
氣
、水
：等
が
動
植
物
並
に
碳
物
に
及
ぼ
す
影 

の
数
例
に
過
ぎ
無
い
。：
此
.等
の
天
然
物
が
他
の
天
然
物
に
與
ふ
る
影
響
は
人
が 

ビ

-
.
否
本
を
問
は
中
、存
在
し
て
ゐ
る
現
象
で
ぁ
る
。
換
言
す
れ
ば
、此
種
の
影
響
は 

5

實
に
外
な
ら
無
，い
厂
其
办
然
る
所
以
は

/人
類
が
未
だ
地
球
上
に
生
存
す
•る
に

然
ら
ば
物
の

*
 

の
物
に
及
ぼ 

響

«

即

ち

K 

之
を
認
め
る 

所
謂
客
觀
的 

至
ら
無
か
つ

.
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岱
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狢
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論
訛
効
爪
讓
の
法
則
の
祺
據
に
就| 

第

九

您

六
 

る
こ
ど

f
あ
る

S
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
然
ら
ば
何
故
に
麵
麴
の
間
に
斯
く
の
如
ぐ 

効
乃
の
增
減
に

_
が
注

.ず
る
の
で
あ
る
か
。
成
は
酒
は

I

例
外
た
る
に
過
ぎ
無
い

ど
論
じ 

去

/
:̂
す
る
人
も

3
る
か
も
知
れ
弗
い
。
然
し
な
が
ら
、例
外
の
あ
る
法
則
は
眞

JH
の
意
衣 

に
於
け
る
科
學
的
法
則
で
は
無
い
。
斯
く
の
如
き
例
外
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
法
則
ょ
ち 

れ

@
身
，に
於
て
誤
れ
る

‘か
.成は
其
の
解
說
が

JE
常
で
な
い
の
で
あ
る
。
筆
者
の
親
る
所
に
據 

れ
は
法
'則
其
物
は

S
で

.あ
る
が
、是
れ
ま
で
の
解
說
が
不
充
分
で
あ
る
か
ら
、上
述
の
如
き
疑 

.卜力
ハ
-へ

の

で

あ

る

#
る
，に
此
穷
'バ

»
減

'の
法
則
は

0

濟
寧
に
於
.け
る
最
も
重
要
な
る 

'法
則
で
あ
つ
て

、
f
JE
確
に
論
述
す

る

の

は
徒
勞
の
こ
と
で
な

$

ビ
思
は
れ
る
か
ら
、以
下
本 

f
^
 ̂

t 

 ̂

 ̂

 ̂

I
 

w 

 ̂

 ̂

K

に
効
用
が
遞
滅
す
る
こ
ど
あ
る
か
を
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w
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際
に
は
一
杯
の
水
の

#
有
味
を
感
じ
、空
氣
の
濁
つ
た
部
辱
に
居
れ
：ば
新
鮮
の
空
氣
を
盟
む
バ
か
、
 

普
通
の
場
合
に
は
太
陽
、水
並
に
空
氣
の
自
己
に
必
嬰
な
る

':
:こ
ど
を
感
じ
て
ゃ
い
。
從
つ
て 

斯

く
の
如
き
際
に
は
，此
等
の
物
の
効

][
)

と
い
ふ
も
の

」

が
存
在
し
て
：

ゐ

無
い
。

之
に
反
し
て
人
は
食
物
：

人̂
類
の

.生
#
に
絕

_
(:
必

M
で

:̂る
へ
こ
と
を
ば
客
觀
的
に
知
つ 

て
ゐ
る
ど
同
時
に
、自
己
に
»
し

て

其
の
必
要
な
る

こ

ビ
を
ば
主
觀
的
，に

も

認
識
し
て
ゐ
る

o
 

從
つ
て
人
に
對
し
て
は
食
物
は
効
⑴
を
有
し
て
ゐ
る

_
で
あ
る

;:
0
然
し
な
が
ら
、客
«
的
に
必 

要
な
る

乙
ビ

を
知
ら
、

T-
し
で
主
観
的
に

:1
の
み
物
の
効
用
を
威
す
る
場
合
も
あ
る
。
小
兒
に
對 

す
る

T
般
食
物
並

‘
.
に
返
：兒

，P 

乳
等
の
効
用
は
其
の
數
例
で
あ
る
。
又
、客 

,觀的
に
人
缽
に
害
を
，及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
ゐ
な
が
ら
、或
入
に
對
し
て
.は
高 

き
効
用
を
荷
せ
る
物
品
も
あ
る
。

.

其
の
著
し
き
數
例

'̂
し
て
は

S
阿
片
、コ
力
ィ
ン
等
を
擧
げ 

得
る
。

人

が

但
殺

{:
)1
-

]ゆ

，
；
る兇
#

及
び
帮
藥
類
も
亦
此
種
の

«

物
に
屬
す
る
も
の

ビ
看
做
す 

を
妨
げ
な
い
で
あ
ら
ぅ
。

以
上

#
述
し
た
る
所
は
人
が
使
川
若
し
く
は
消
費
し
つ
、
あ
る
他
の
總
て
の
物
質
に
適
用 

さ

れ
：
.得る
。
例
へ
ば
家

M

は
冬
期
に
於
て
は

A
t
e
の
温
度
を
保
課
し
、®
期
に
於
て
は
太
陽
の

笫
十
七
泡

U
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九

您

V 

ナ

H 

f々於
て
も
魄
に
太
，阪
、水
及
び
空
氣
が
動
植
物
の
生
存
を
可
能
な
ら
し
め
て
居
つ
た
事 

實
に

f
 

|
 

|
刖
し

_
る

0
.加之
、高
等
動
植
物
は
勿
論
の
乙
ど
：單
細
生
物
さ
へ
未
だ
：發 

生
與
ヵ
つ
ブ
地
埒
の
原
始
時
代
に

於

て
も

、

旣

に
太
陽
の
光
線
並
に
風
水
は
地
殼
を
變
形
せ 

し
め

:°
、
あ
っ
た
の
で
あ
る

:0
否
な
、地
殼
上
に
於
け
る
殆
ん
ど
總
て
の
變
化
の
み
な
ら
ず
、有 

機
物
の
發
生

I
物

の

：：進

化

は

极

本

的

に

は

太

陽

、水

並

に

空

氣

の

作

用

に

甚

く

も

の

で

あ

る
 

.と
云
へ
る

0
從
つ
：P,
人
類
も
亦
此
等
の
天
然
物
の
作
用
に
依
り
て
生
存
し
得
る
の
で
あ
つ
て
、
 

此

等

，の
物
質
が
ー
無
，け

れ

ば

、總

て

の

動

植

物

の

み

な

ら

す

、人

類

も

亦

 
一

H
た
り
ご
も
生
を
全
ふ 

す
る
こ
ど
が
出
來
な
い
の
で
あ
る
が
、此
重
要
な
る
天
然
物
の
作
用
は
，換
言
す
れ
ば
人
に
對
す 

る
：其
の
用
役
は
人
に
依
り
て
主
觀
的
に
！

|

め
ら
れ
て
始
め
て
菩
人
の
効
用
ど
稱
す
る

も

の

に
 

な
る
。

:然
し
な
が
ら
、人
に
.對
す
る
此
等
處
の
用
役
が
如
何
程
重

f
あ
つ
て
も
、

或

る

： 

人

.が.其
事
を
主
觀
的
に
認
識
し
無
い
以
上
は
興
人
に
對
し
て
は
此
等
の
物
質
は
何
等
の
効
川 

を
有
し
て
ゐ
な
い
。

」

例
二

.ば
f
 

空
氣
が
人
類
の
生
存 

に
缺
く
可
か
ら
ざ
る
物
で

*

：る

こ

：？
を
ば
客

a

的
に
は
知
つ
て
ゐ
で
あ
、ま

K

的
に
之
を
認
め 

る
こ
ビ
力

#
な
い
：

: :

換
言
す
れ
ば
、雨
天
の
永
く
續
い
た
ビ
き
に
は
、晴

.天を

«
盛
し
、
喉

の

乾

い



有
益
で
あ
る

こ

と

を
ば
.其

-,
'
:個
A

が
^

め
^

る
際

に
、其
物
は
其
人
に
對
し
て
効
用
を
有
す
る
の 

で

'あ
る

。

從

つ

て

，；1:.
;物
體
の
効
用
は
物

&

的
現
象
を

®
礎

^
,する
心
濯
的
現
象
で
あ
つ
て
、後 

:者
は
經
濟
學
に
於
け
る
最
も
重
要

な

る
_

«

«

念

を

構

成

し

てゐ

る

か

ら
•、斯

學
の

研
究
範

II 

に
屬
し
て
ゐ
る

0;"
然

し

な

が

：
ら
、物

矬

的

现

象

た

；

o

物
の
用
役
は
如
何

*
る

M
因
に
依

b
.:1
r
存 

花
す
る
も
の
で
あ
る
办
ビ
の
問
題

:(
1
他
の
學

|/
{
1の硏
究
範
圍
に
屬
す
る
も
の
で
あ
る
。
例
へ 

ば
地
殼
.に
及
ぼ
す

日
：光
、水
及
び
：空
氣
の
影
響
は
地
質
學
及
び
地
文
學

に
、家

屋
、衣
服
、飲
食
物
等 

の
：，用

役

は

生
_
學

.：に、器
械
、原
料
等
の
用
役
：は
：應
用
エ
學
に
夫
れ
く
屬
す
可
§
も
の
で
あ
る

o

第

I

一.一

節V
"

:

貨
幣

©

効
用
：

：

V

 

.

物

の，効
用
は
斯
く
の
如
く
典
物
の
客
«
的
州
役
を
ば
人
が
主

«

㈤
に
し
た
も
の
に
外

 

な；

ら
な
い
が
、然
ら
：ば

貨

幣

;̂
効
用
も
亦
冏
様
に
看
做
し
得
る
か
。
抑
も
單
に
貨
幣

S
云
ふ
も
、
 

金
銀
：銅
の

#
货
及
：び
紙
幣
等

«々
:ぁ
.るが
、乳
砘
類
の
何
た
る
を
間
は
す
、貨
幣
は
夫
、れ
自
身
に 

於
て
；食
物
又
は
衣
類
等
の
勿
ぐ
、

a
接
人
に
何
等
の
用
益
を
與
へ
な
い
を
常
ビ
す
る
。
勿
論
楚 

れ
に
は
多
少
の
例
外
が
ぁ
る

.0

•金

0
貨
幣
、殊
に
古
代
又
は
外
國
の
鑄
貨
，は
時
と
し
て
裝
飾
品

筇
十
七
卷

(

|

四八
3?
.〕
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効
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遞
诚
の
法
則
の
根
摅
じ
就
含
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，

^

，効
州
讓
の
廳
の
根
拟
に
就
合
て

 

5
 

光
線
の

_
射
に
對
し
て
人
體
を
保
譴
す
る
ど
同
時
に
、春
复
秋
冬
を
通
じ
て
雨
«
を
凌
ぐ
こ
ど 

を
得
.せ
し
め
る
。
.楚
れ
等
は
皆
な
、人
が
之
を
認
識
す
る

ビ

否

e
を
開
は
す
、客
觀
的
に
存
在
す 

る
淥
昆Q 

H

る
が
、< 
は
之

5
 

a的に
認
め

V

ゐ
る

か
i

 

M

孟

用

役

を

認

識

し 

て
ゐ
る
人
に
對
し

:

て

効

用

を

涫

し

、て
：：

ゐ

.る。
':
'又
、衣
服
は
人
が
家
屋
內
に
居
る

‘
に

は
家 

ビ
は

3
の
役
用
を
家

®
ょ
：
I
低

墓

度

に

：有
し
て
ゐ
る
も
の
で
ぁ
る
が
、外
出
中
に
は

f
 

I

&

れ

て

ゐ

る
か
ら
、衣

服

も

亦

効
用
を

有

し
て

ゐ

る

ビ

云

へ
る
。 

5 

製

造
、
業

者
の
用

ゆ

る

器

械

並

に

原

料

等

も
亦

用
役

ど
効
用
S

を
有
し
て
ゐ
る
。
器
械
は
運 

ノ

て

或

る
#

が
を

0 
0

し

て
他
の
物
尋
を
造

る

の
で

あ

つ
て
、原
料
は
此
器
槭
を
以
て
新
ら 

L
き
物
を
製
作

す
る 
'に
必

獎
な
る
物
質
を
提
供

す
る
も
の
に

外
な
ら
無
い
。

此
等
の
？

も 

f

.のI

す
I

 

I

I

は
I

I

 

.に

存

在
せ

る
事
實

で

あ
る
。

農
家
の
利
用
す
る
，

要
す

H

I
物

體

I

s
 

I的
蟹

で

あ

つ

5
作

S

5
個
人
に
對
し

:
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効

用

遞

增

減

：の
：法

則

 
'へ

:
:上文
に
，て
は
効
川

af
e
:
'
に
用
：役
の
，

.意義

.及び

Rr
.
^の辭
係
を
說

■.明
し
た
力

^
Rの
現
象
中

I 

て
齋

t
重

S?
な
な
は
、貨

.物
の
数
量
が

«
加
す
る

.に從
ひ
、其
効
用
が
漸
次
減
少
し
、若
し
又
典
の
，
 

反
對

it
數
量
が
減
少
す
れ
ば
、其
効

;-
1
1が次

®
に
增
加
す
る

_こ
> 
に
外
な
ら
ぬ
。

經
，
學
者
は 

普
通

.之を
勒
用
遞
減
の
法
則
ビ
名
け
て
ゐ

.る：が、効
用
は
遞
減
す
る
の
み
な
ら
す
遞
增
す
る
こ 

そ
：も
あ
る

の

で
あ
る
が
ら
、効
用
遞
增
減
:の
法
則
ビ
稱
す
る
を
妨
げ
な
い

o

そ
は
鬼

も

あ
れ
、本 

li
に
於y

何
故

货̂
，物
：の効
_
が
遞
堦
又
は
遞
減
す
る
か
を
明
か
に

し
や
ぅ

ビ

M
ふ
。

第̂
：

人
が
或
る
貨
物
例
へ
ば
砂
糖
を
購
入
す

^
^
^
^
 ̂

し
む
る
も
の
は
砂
糖
の 

市
價
ビ
砂
派
に
對
す
る
：铸
用
者
の
評

®

で：あ
る

' -
:

ち
市
價
が
低
く
評
價
が
高
け
れ

ば
、そ
れ 

丈
け
多
く
の
砂
糖
を

1«
入
し
、市
價
が
高
け
れ
ば
高
き
に
從
ひ、又

評

價
.か低
け
れ
ば
低
き
丈
け 

■
入
量
が
少
な
：い：。

:.
!;

_

し

て

砂

猶

に

對

す
る

需

用

者

，
の

評

價は
、他
の
條
件
即
ち
需
用
者
の
所 

#
相
に
生
計

嫂
の

一
大
小

.が.
同

：
I

な
る
限
り
、砂
糖
の
効
：用
に
比
例
し
て
ゐ
る
。
即
ち
砂
糖
の
効

笫十七

#(1

四八七

〕

論

0

効
用
遞
減
の
法11
0の
_

じ
就
合
ズ
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論

就
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第九挪 

一二

と
し
て
使
用
せ
ら
れ
る
。

又
、紙
幣
が
宅
.術

品
ど
し
て

愛
玩
^

れ
る

こ
と
も
あ
る
。

戰
時

中
、殊

.し

.戰後
に
獨
逸
の
和
计
に
奴
て
數
千
柯
の
小
額
紙
幣
を
發
む
し
た
が
、

の̂
中
に
美

!̂
^
^
^

.を有
す
る
も
の
が
尠
な
く
な
：い
の
で
、獨
逸
で
は
古
郵
便
切
手
同
■
に
盛
ん
に
之
を
收
集
す
る

者
グ

あ

る

觅

に

又
ュ
-i
錢

.奴
は
錢
货
を

貯

へ
之
を
計
算
す
る

こ
と
を
無
上
の
快
^
ど
し
て

t)

る

o _然
し
な

が
ら
、斯

ぐ
の
如
き
僅
少
の
例
外
を
除
き
て
は
、貨
幣
は
何
時
に
て
も
貨
物
ど
交
換

さ
れ
得
る
も
の
な
る
こ
と
が
貨
幣
の
明
役
で
あ
る
。
從
つ
て
貨
幣
の
一
軍

<*
、
M
へ
ば
我
國
の

1:

圓
、
淡
國

のJ:

■、獨
逸
の
一
馬
克
等
の
用
役
は
其
一
圓
、ブ
磅
乂
は

一

埸
党
を

以
て
購
入
ノ
得

る

一

'般
貨
物
の
;一

 
定
量
に
依
り
て
代
表
せ
ら
れ
る
。
日
デ
れ
は
貨
幣
の
所
荷
考
が
認
識
す
る

ビ

も
又
せ
ざ
る
ど
も
存
&
せ

る

客
觀
的
の

實̂
で
あ
る
。
而
し
て
此
貨

,̂
の
用
殳

&>
\ 

: 

K
り

で
#

觀

的

に
ig
.

め
ら

れ
た
ビ
き
に
始
め
て

貨
幣
，の

効

用

S
る
.も
の
が

發
生

す
る
。

勿
論

W

密

と
雖
も
大
人
に
對
し
て
は
货
幣
は
効
川
を
有
し
て
ゐ
る
。
然
し
な
が
ら
幼
兒
及
び
乳
兒
に

0

し
て
は
貨
幣
は
何
等
効
用
を
有
し
て
ゐ
な
い
。
彼
等
の
有
し
て

る
貨
幣

(

群
し
有
し
て

ゐ
る

へ

す
れ
ば

)

と
雖
も
大
人
の
所
持
し
て
ゐ
る
货
幣
ビ
同
欉
の
用
役
を

®
へ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、彼

:̂ 

等
は
夫
を
主
觀
的
に
認
め
て
ゐ
な
ベ

。

;

i



糖
の
消
赞
咨
が
認
識
：す
る
と
不
：

I

ビ
を
間
は
中
、称
在
せ
る
客

®
的

.事
3i
£
に
外
な
ら
な
い
。
否
な 

實
：際
此
事
實
を
認

.，
し

な

い

：
者

，
が
’多
.い
..が

爲

め

：'に
、
®齒
、
_
病
、糖
M

病
等
に

喪
し

む

*
が

»
く 

な
い
の
で
ぁ
る
。
；「

：そ
は
鬼
も
ぁ
^
、此
用
役
の
遞
減
が
認
め
ら
れ
る
が
故
に
が
用 

も
の
が
法
ず
る
の
で

'ぁる
。，
砂
糖
の
鱗
入

®
が
增
加
す
る
に
從
ひ
、砂

*
の
用
役 

■漸次
減
少
す
る
狀
態
を
ば
次
の
如
く
假

b
に
表
示
す
る
。

:
:砂糖
膦
入
暈

;
"

ビ の

効 遞  

用 減  

ど な  

か， る

.最後
の
：，1: 

斤
の
用
役

最
後
の

1 

斤
の
効
用

-斤

.
 

八
•〇

,八
•
五 

九

，
3
 

:九
*
五 

一
 

0

6

三
迅 

三
ニ 

三1 三

© 
二
八

H四 
三
三 

三I

一
 

.三
一 

三
〇

右
表
に
示
す
が
如
く
、砂
糖
の
購
入
爆
が
八
斤
ょ

&

役
は
三
十
五
、三
十
一
一
、三

十

一、
三
十
ご
漸
次
減
退
し
て

第

十

七

餘C
四
八
九
；

y

蹢
餽

‘
.
効
川
遞
減
の
法
則
の
根
摅

|̂
就
含
て

次
第
に
增
し
て
十
斤
に
至
る

で̂
に

M

遂
に
十
斤
に
至

i
て
二
十
八
に
減
少
す

f
,雛 
I
 

5



(

5
<八)

論
終
効
用
遞
紙
の
贫
則
の
根
據
に
孤
宅

 

第

九

鱗

3

一
，用
高
け
れ
ば
、夫
ヾ
れ
に
時
す
：る
需
用
者
の
評
價
高
く
、其
効
用
低
け
れ
ば
評
偾
も
亦
低
い
の
で
あ

る

：:
:

^

る
に
^

鉱
の
^

W

は，.
需
用
者
の
購
入
高
が
增
せ
ば
增
す
に
從
；

5

て
遞
減
す
る
の
倾
，

1|
0

を
有
し
て
ゐ
る
。
避
れ
消
费
者
が
砂
糖
を
購
入
す
る
に
至
つ
て
餺
に
一
定
量

以
上
を

f
質
し 

な
い
所
以
で
あ

る

。
，

然
ら
は
、狗
故
に
渺

ft
の
購
入
_
が

':
增
す
。に
從

ひ
、斯
く
の
如

 

< 其
の
効
用
が

i
に
減
少
す 

，
る

の

で

あ

る

感

議

抝

顏

量

が

增

加

す

る

に

連

れ

て

、
其

の

用

役

が

減

退

す

る

の

事
 

實
を
は
|=,月
者
ヵ
主
&
的

^
:
|
|
や
：,

ら
、効
用
が

«-
退

す

る

の

で

，あ

る

。

詳

言

すi V6、®

分 

は
人
砵
に
必
要
な
る
食
料
で
あ
る
。

:人
は
每
日
此
»
分
の
一
宛
量
を
食
用
し
な
け
れ
ズ
な
ら 

ぬ
。
勿
論
糖
分
味
穀
物
並
に
野
菜
殊

k
:果
物
に
も
合
ま
れ
て
ゐ
る
。

然

し

な

が

ら

#

糖 

論
最
ネ
多
く
之
%:含
有
し
で
ゐ
る
か

ら
、身
體
に
對
す
る
其
の
用
益
は
最
も
高
い

o

故
し
な
が 

I

體
が
吸
收
し
？

糖
分
に

は 

一
S

限
度
が

*

っ
て
、
夫

れ
以
上
用
ゆ
る

も

消

化

器
|

 

を
身

®
に
吸
收
せ
し
於

#
な
い
爲
め
に
、却
つ
不
褪
々
の
病
氣
を
釀
す
こ

.とに
な
る
。
其
病

K 

.中

最
も
ネ
名
な
る
は

-糖尿
病
で
：

■ある
。

即

ち

」

究

の
時
に
於
て
•は
砂
糖
の
用
役
は
分
量
の

脅 

J，す
る

々

從

ひ

次

第

に

減

パ

ノ

し

、遂

に

は

身

體

に

害

を

及

ぼ

す

に

至

る

の

で

あ

る

。

是

れ

は
砂



に
對

1>
て

.は全
然
何
等
の
効
用
を
有
し
な
い
は
勿
論
で
あ
る
。
然
る
に
乙
に
對
し
て
!
^
一
 

介
の

tr
は
多

ル
の
効
用
を
有
す
る
が
、第
一
一
合
は

^

ん
ど
何
等
の
効
用
を

.有
さ
な

s

か
も
知
れ 

ぬ

之

に

反

し

て

丙

0̂

し

.

y
.

は
第
二
合
は
策
一
合
よ
ぅ
も
遙
か
に
高
き
効
用
を
有
し
て
ゐ 

る
：で

,̂
ら

5。
晶
れ

.
«
0
用

.役
_に
.對
す

ー

る

各

声

の

認

識

が

異

な.つ
..
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
咿 

は

-酒泠
全
然
有
害
物
と
見
做
し
、客

_
的
に
も

H
等
の
用
役
を
認
め
な
い
0

乙
は
酒
に
多
少
の 

營
赛
傯
値
を
認
め
て
ゐ
る
が
、同
時
に
又
有
書
物
で
あ
る
こ
ど
も
知
悉
し
て
ゐ
る
か
ら
'.合
以 

上
の
酒
を
珍
重
し
な

い
。

丙
は
酒
の
營
養
價
値
よ

り

も
寧
ろ
典
の
興
蜜

*)
ど
し
て
の
用
殳
を 

fil
め、

;̂
つ
興
脔
劑
ど
し
て
は
第
一
合
の
酒
よ
り
も
自
己
に
取

6
て
.は
第
二
合
目
の
酒
が

 
一

k 

有
効
で
あ
る

こ

ビ
を
感
知
し
て
ゐ
る
結
焉
第
一
一
合
の
効
用
を
高

く

見
積
る
の
で
あ
る
。

第

U

款

圣

部

効

州

ど

全

部

用

役
 

逾
欹
に
於
て
砂
糖
を
數
斤
«
入
す
る
場
合
に
於
け

る

最
後
の
一
斤
の
効
用
に
就
き
て
略
述

.

に
限
ら
ず
、總
て
貨
物
の
最
後
の

i

®
位
量
の
効
用
を
ば
普
通
限
界
効
用
と
名
け 

1
ゐ

.る。
從

ク

て
、此
限
界
効
用
の

®
底
た
る
最
後
の

」

堪
位

«
の
用

役

を
ば
限
界
用
役
ご
稱 

す
石
を
，部
げ
な
い
で
あ
ら

5
0..此
限
界
効
用
な
る
も
の
は
土
述
の
如

く

需
用
を
決
定
す

る

m 

匍

寸

七

翁《

一
，例
决
一

〕

職

靓

諧

遞

城

'0
法
則
の
根
着
就I

ゾ
：

第
九
铖
 

一

ft
‘



笫

十

七

卷(

一
四
九
〇〕

論

退

の

法
則
の

相
據
Iこ
就
含
て

.

.

.

.

.

.

 

• 

< 

> 

多

ジ

家

ak
a
J 

ノ

.る
が
、是
れ
は
消
费
漭
が
次
囘
に
砂
糖
を
膦
買
す
る

0
:、

例
へ
ば
翌
日
ま
で
に
、即
ち
一
日
聞
に
前 

表
上
段
に
揭
示
し
た
る
砂
糖
を
ば
家
族
と
共
に
消
费
し
た
な
ら
ば
、最
.後
の

一

斤
が
實
祭
に
與 

.
へ
る

$

假
想
し
た
用
役
に
外
な
ら
な
い
。
若
し
砂
糖
の
■
用
者
が
此
實
際
の
用
役
遞
滅
の
割 

合
を
正
磘
に
知
る
こ
ビ
が
出
來
る
ど
す
れ
ば
、典
人
の
認
識
す
る
効
用
は
此
用
役
ビ
金
然
同
程 

度
丨
遞
減
す
可
き
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
そ
は
不
可
能
の

乙
と
^

M

す
る
の
で
あ
つ
て

、
^

^

 

あ
遞
減
に
對
す
る
主

«

的
判

_斷
.
が
營
養
學
の
：與
門
家
ど
雖
も
芷
確
で
あ
办
得
な
い
の
は

!]
)

]

^
 

で

あ

る

即

ち
効
用
遞
減
の
程
：度
は
用
役

0

遞
減

e

常
に
多
ル
ノ
の

㈩

入
を
有
す
る
も
の
ビ

^ t 

做
し
得
る

0

萆
れ
前
表
に
於
て
兩
者
の
問
に
若
干
の
差
を
；設
け
た
所
以

R

外
な
ら
ぬ
。
:

「

: '

®f
く
の
如

く

或
る
物
の
：容
觀
的
用
役
の
遞
減
が
或
る
人
々
に
依
ぅ
で
認
識
岔
ら

れ
て
、其
入 

に
對
す
る
興
物
の
効
用
の
遞
減
な
る
も
の
が
骽
生
す
る
の
で

 

一
節
に

g
摘
レ
た 

る
が
如
き
麵

_ v

酒
ど
の
間
に
於
け
る
効
用
遞
增
減
の
相
違
を
來
だ
す
の
で
あ
る
。
總
て
の 

人
に
對

し
て

は
第
こ

片

0
麵
觀
.は

®
二

片
ょ
办
も

低
き
効
用
を

有
し
て
ゐ
る
ミ

云

ふ

乙
ビ
が 

f
る
力

»
の
場
：合
に
は
_

ぐ

0
如
♦
斷
定
を
下
す
こ
と
を
得
な
い

。
:禁

®

家
の

甲
、酒

量

の
 

低

I
、並

に
.
大
酒
象
：

0
丙

三

人

に

一

一

合

，
宛

の

®

を

與

ふ

る

ビ
す
れ
ば
減 
'
合

も

第

二
合

も
P



右
表
に
示
す
ボ
如
く
、第
一
：
杯
の
用
役
は

-
o〇
〇
で
あ
つ
て
，

®
ニ

#
は
一
七
〇
◦
、夫
れ
ょ 

4
漸
次
減
少
し
-、
第
五
杯
は
何
等
の
用

な̂
く
、あ
六
杯
は
却
つ

.：て
,.
一
 一

〇
〇

0害
を
輿
へ

、
七̂ 

杯
は

*:
o
 

0
の
害
を
與

.へ：る
e

す
れ
ば
®
初
の
四

«

を
食
し
た
る
ビ
き
に
、身
體
の
受

く

る
用 

役
：は
：合
：計
五
八
〇
〇
で
あ
る
が
、姐
に
第
五
杯
を
食
し
た
，る
ビ
き
に
は
其
の
用
役
は
零
で
あ
る 

，か
ら
、
五
.杯
の
用

.役：の
合
計
も
同
じ
く
五
八
〇
〇
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

M
R第
六
杯
を
取
れ 

ば
、ニ
〇

0
の

害

を

受

く

谷

の

へ

で

あ

る

，か

ら

、用
，役
.の合

ft
は
楚
引
五
六
〇
〇

.に
減
じ
、第
七
杯
を 

消
费
す
れ
ば
、其
合
計
は
；史

.に
5

0

0に
滅
す
る
の
で
あ
る
.
夫
れ
以
後
は
杯
を
重
ね
る
に 

從s
て

®
は
益
々
：多
く
な
，る
か
ら
、用
役
の
合
計
は
遂
に
零
に
な
る
の
み
な
ら
す
、

fi
i
に
其
の
上 

仰
ほ
一
杯
を
消
费
ず
れ

.ば
、食
：

事
：：

ょ

，
り

何

等

の

營

養

をS
:るこ
ビ
能
は
ざ
る
の
み
な
ら
す
、書
毒 

を
蒙
る
こ

ビ

R
な
る
で
あ
ら
ぅ
。

或
ば
最
初
の
一
杯
の

©
•
«■
は

*
限
大
で
：あ
る

S
思
惟
す
る
者
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い 

が
、常
に
然
り
と
云
ふ
こ

g
が
出
來
な
ぃ
。.人
が
數
日
又
は
數
週
間
の
絕
食
の
爲
め
に
餓
死
せ 

ん
と
し
て
ゐ
る

.際
に
於
け
る

.计婉

0
粥
は
無
限
大
の
營
養
價
値
を
有
し
て
ゐ
る

VJ

認
め
得
な 

L
で
も
な
か
ら

'5
が
、

^
.'1
人
が
朝
夕
の
食
事
を
爲
す
時

R
は
斯
く
の
如
き
狀
態
に
居
ら
な
い

第
十
七
卷

(

IPM
九：土)

論

E
効
用
遞
減
の
法
則
の
根
據I:
就
合
て
：

：
 

笫
九
號 

一
九



第

十

セ

卷

C
5

丸 
ー0 

M

第
効
州
遞
減
り
法

§

の
根
聪
に
就
妻

 

第
丸
號
 

一八
 

本

，

素

の

一

で

あつ
て
、
®

る
重

.要

な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、本
款
に
て
は

M

に
進
ん
で
所
謂
全 

部
効
用
な
る
も
の
ピ
說
明
し
て
こ
層
此
槪
念

.を
明
確
な
ら
し
め
た
い
と

ff
i
lふ。

.
吾
人
が
空
腹
を
成
じ
て
贫
斟
を
爲
す
際
に
於
け
る
散
一

値
、即
ち
上
文
に
所
謂
用
役
又
は
用
益
を

し
遂
に
消
滅
す
る
の
み
な
ら

寄̂
を
人

. 

.

. 

■ 
.

.
K遞減
が
或
る

:

1

卿
人
に
對
し
て

：

左
表

,米
飯

.
 

第
一
杯 

第
二
杯 

■
1

杯 

第
四
杯 

筋
五
杯 

第
六
杯 

鸫
七
杯

'相
：役

一一 

Q
G
0

1

七

0〇 

K

三
〇

a 

八
〇
〇

s
r

)

：
 
ニ 
〇
〇 

(

#)

五
〇
〇

有
し
て
ゐ
る
が
、杯 

牀
に
及
ぼ
す
^
至 

に
，

77
す
.

合
を
有 

通
計(

全
部
用
益) 

ニ
〇

0〇
：

三
七

0
0
 

五
〇
〇
〇 

;
.五
八
〇

〇

:
:
 

五
八

G
o
 

:五
六
〇
〇
，

:;
.五
T〇
〇

杯
の
米
飯
は
非
常
に
高

S
營
養
惯 

を
重
ね
る
に
從
；

S

て
、州
役
は
遞
減 

る
可
き
は

g

か
で
あ
る
。
假
り

(: 

し
て

る̂
と
す
る
。



，限

.度

の

八

五

〇

に

達

し"第
六
杯
は
全
部
効
用
を
增
加
せ
し
め
ず

"第
.七
杯
：は
：却
ク
て
佥
部
劾
用 

を
ば
七
五
0
に
減
せ
し
む
る

0

で
あ
る
-
而
し
て
限
界
効
用
^
は
賤
杯
を
消
費
せ
ん
ビ
せ
る 

を
問
は
す
、或

る

一

定

Iの：單
#
數
の
全
'部
効
用
と
.其

■單
位
數
ょ
り

t

單
、位
を

「

減
じ
た
る
殘
餘
の
；
 

單
位
數
の
全
部
効
用

W
0差
ぎ

ふ̂
の
で
あ
る
。
例
へ

k
前
表

P

就
き
て
云
へ
ば
、米
飯

㈣
杯 

の
全
部
効
用
は
八
百
で
あ
つ
て
、五
.杯
の

部̂
効
用
は
八
西
五
十
で
あ
る
か
ら

、
其

の
差
丑
十
は
，
 

米
飯
五
杯
を
消
避
せ
ん
ビ
せ
る
ミ
き
：の
：限
界
効
用
で
あ
る
。

從
つ
て
六
杯
を
消
®

せ
ん
ビ
せ

る

ざ
の

限

界

効

用

が

零

な

る

は

m

か

で :

あ

る

:
翻ほ

：：
前
表
に
就
き
て

.I: 
ニ
說
：明
を

.加へ
て

®
ぐ
必
要
が
あ
る
。
同
表
に
示
す
効
用
遞
滅

0 

程
度

I
S
:
役
表
に
撤

•け
：
る̂
用
役

'*
減
の
程
度
ビ
大
に
.興
な
つ

ゐ̂
る
が
、此
兩

0

は
當
然
逕 

庭
を
有
す
可
き
も
の
で

あ

る
。：何
人
ビ
，雖
も
食
物
の
客
觀
的
用
役
遞
減
の
程
度
を
亚
確
に
主 

舰
的
に
識
識

t
る
者
ば
あ
る
：ま
い
。：
効
用
遞
減
の
描
度
は
用
役
遞
減
の
程
度
ょ
り
も
緩
漫
で 

概
し
て
あ
る

云̂
へ
を
で
あ
ら
ぅ
。：普
通
の
人
が
食
餌
を
過
少
ょ
り
も
寧
ろ
過
度
に
攝
耿
す 

る
の
傾
向
を
有
し
て
ゐ
る
の
は

日

常
吾
人
の
觀
察

す

る
所
に
外
な
ら
無
い
。
疾
病
の
大
部
分 

が
過

ft
R
避
因
し
て
ゐ
る

€
云
ふ
も
敢
て
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。

乙

は
人
が
食
料
品
の
効
用

笫十七

.潜
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一四九

3-
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.論
挪
効
用
遞
減
の
法
即
のi
l-
t
fて 

第
九
挪 

ニ
ー



銘
十
七
卷C

一
四
九
四

)

論

訛

効

;1
]遞
诚
の
法
則
の
根
檝1
2
就
含
て

0
で
あ
る
か

.ら、笫
：：ー.杯
の
来
舨
は
決
し
て
無
限
大
の
營
養
價 

次
に
米
飯
の
限
界
並
に
全
部
効
埤
は
如
何
と
云
ふ
に
、前
揭 

■*
5
効
用
表
を
作
製
す
る
こ

^

T

を
妨
げ

し：：
「

米

飯

：

：
ソ

：
ぃ

：
ソ

効

：

;;
用

：

ノ：：

三
〇
〇

ニ

五

〇

：

'::
:
1
'
:

五

0
'
.

一
〇
〇 

五

0:

:

第一

杯 

第
二
杯

1:. 

.
'
第

三

杯：

館
四
杯 

;

第
五
怀 

:
第
六
怀 

'
第

七

杯」

.

:

右

表
に
示
す 

■2
1
.
.
.
.

う

.て

零

^

な
宋
効
用

)

1

0

0

I
 

f

如
く
、米
飯
の
効
用
は
第
一 

ッ、
_

七
#

に
#
し
て
は
何
等 

反
爾
の
威
じ

(

不
効
S

を
懷
く
ビ
す

れ
^

、効
用

第
九
號 

ニ〇
 

値
は
有
し
て
ゐ
な
い
。

の
用
役
表
を
逃
礎
ど
し
て
左
の

な
い
で
あ
ら
ぅ

°

见
音(

全
部
効
用

)

ノ
三
〇
〇

.

.

:
;
:
:.
:
:
'
五
五
〇

:;
# 

■

七
〇
〇 

八
〇
〇 

-
::'
k
s〇
/
J
^

八

五

〇

、

：

：

.

七
五
〇

:

杯
の
三

0
0ょ
り
次
第
に
遞
減
し
て
第
六
杯
に 

の
効
J H

を
威
せ
ざ
る
の
み
な
ら
中
、却
つ
て
其
の
 

'0
.

合
針
即
ち
全
部
効
用
は
第
五
杯
目
に
て
欺
大



の
効
用
は
最
も
急
速
に
遞
減
し
、裝
飾
品
の
効
用
の
遞
減
は
最
も
緩
漫
で

;あ
つ
て
、他
の
货
物
は

乳
小
間
に
位 

は
食
料
品
の
 

以
て
次
娘
に 

之
を
身
に
著 

ん
ど
限
度
な 

张
觉
に
多

く

 

« 5

.ゆ
る
も
の

の
で
あ
る
。
 

尤
も
、そ
は

し
て
ゐ
る
。
食
料
品
の
効
用
が
最
も
著
し
く
遞
減
す
る
の
は
ニ
定
の
時
に
於
て 

必
要
に
一
足
の
限
度
が
ぁ
つ
て
、

'/
1!1双量
を
增
す
に
從
ひ
、其
の
、用
役
が
高
き
率
を 

減
少
す
る
か
ら
で
ぁ
る
。
之
に
反
し
て
、裝
飾
品
の
：用

.役ビ
も
云
ふ
可
き
も
の
は 

く
る
者
に

_
す
る
他
人
の
«
敬
心
を
堦
さ
し
む
る
に
在

h
vて、其
の
利
用
に
は
殆 

る
も
の
が
な
い
。

:假
り
に
人
が
裝
»
品
を
每
日
取
替
へ
て
着
用
す
る
ヒ
す
れ
ば
、
 

の
品
純
を
利
.用
す
る

こ

ど
が
出

'來
る
。
.-加
之
、裝
飾
品
は
普

a
提
期
間
の
保
存
に 

で
あ
る
か
ら
、吣
種
の
貨
物
の
有
す
る
効
用
の
遞
減
は
緩
漫
な
ら
ざ
る
を
得
な
い

裝
飾

.品
k
し
て
知
ら
る

 

>貨
物

：の
：屮
.

に
..

て
，ニ
，個
人
が
所
有
し
或
は
所
有
せ
ん
と 

せ
る
物
を
ば
總
铒
し
て
一
個
の
貨

_
ど
看
做
：し
せ
る
場
合
に
於
け
る
；其
の
効
用
遞
減
の
狀
態 

で

.ぁつ
て
、裝
钸
品
の
各
個

R
就

.きて
云
へ
ば
、趣
き
が
異
な
つ
て
ゐ
る

°
例
へ
ば
一
價
一

「

百
圆 

の
金

' 時
計
を
ば
既
に
所
有
せ

る

或
る
個
人
し
對
す
る
同
じ
く
時
價

' 一
一
西
圆
の
資
石
入
ネ
ク
タ 

づ
ビ
ン
の
効
用
は
金
時
計
の
効
用

W

大
な
る
等
差
が
な
い

：

か
も
：知
れ
無
い
が
、此
人
に
對
す
る

.第十
七
溜

(1

四九七

〕

論

':
，就',効

m
:
遞
诚
の
法
則
の
桢
摅
に
就
告
弋

 

第
九
魷 

ニ
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镞

十

七

怨

(

一
四
九
六〕

論

0

効
川
遞
诚
の
法
則
の
根
據
に
就
合
て 

笫
九
描
：

ニ
ニ

を
ば
其
の
用
役
以
上
に
感
す
る
爲
め
で
あ
る
。
前
农
は
此
事
實
を
萆
«
ビ
し
て
作
製
し
た
も 

の
で
办
つ
て
、用
役
表
に
て
は
维
五
杯
の
用
，役
を
零

£し
た

る

に

反

し

、効

用

表

で

は

^

六

杯

の 

効
：用
，を
零
ビ
し
た
の
は
上
述
の
事
：情
を
顧

®
し
た
結
果
：に
外
な
ら

..
無
い
。

.以
上

.論述
し
た
る
所
を
線
圖
に
て
，表
示
す
れ
ば
、左
の
如
く
な
る
で

.あ
ら
ぅ
。
圖
中
榄
線

0 

X
は
米
食
の
分
量
、

*
»
0
Y
は

..
：用
役
：並
に
効
用
、同
じ

く

縱
線

p
Y/
は
害
旅
に
不
効
用
、

©
線

A 

B
-li
用
役
が
漸
次
，減
少
し
て

®:
ぢ
な
る
狀
：篆
を
示
し
挺
線

C
Dは
最

初

，は

用

役

ょ

り

も

低

き
 

も
、遞
減
の

’称
度

♦か用
役
の
遞
減
よ

ク

も

緩
漫
な
る
が
故
に
、後
に
は
用
役
よ

!)
も
高
く
な
る
効 

用
漸
減
の
形
態
を
表
し
た
も
の
で
あ
る

。
，

'

'

第
五

.

節
-

ー効角
.

遞
.
.減

: ©
_

.前
節
に

.ては
効
用
遞
減
の
原
理
を
ば
ニ
三
；の
货
物
に
就
き
て
說 

明
：し
れ
が
、此
原
理
は
總
て
の
貨
物
に
共
通
せ
る
も
の
で
あ
る
。
然 

し

な
，
が
ら
、

&
(:

記

.憶
す
る
を
：耍
す
る
は
其
：遞
減

0
程
度
が
貨
物
每 

に
異

.な
つ
て
ゐ
る
こ
と
に
外
な
ら
無
い
。
槪
し
て
云
へ
ば
、食
料
品



费
锨
砰
究
の
對
象
物
、或

11」

珍
舒
品
か
.ば
全
瞪
と
看
敝
し

f:
名
ミ
き

'|
:
於
て
餅
り
で
ノ
つ

V

 

I

f

;

.

.

-

>

n

、
 

> 

: 

s
u 

L 

C

、力
：

=
-H 

_
 
成
す
々
 

v

w-
lu

 ̂

彳
る

類
の
物
品
の
各
個

2)
T
わる。

I-
就
舞
て
云
へ
ば
•数
の
增
：如，す
る

It
連

れ

て

、効

;|
|

は

遞

诚

す

る

か

常

ノ

イ

る

.第

十

七

卷

(
V

四
九
九〕

繭

訧

効

用

遞

減

の

法

叫

の

根

據

じ

就

き

て

，第
九
號

31
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一

四
九
八

)

0 

0
.

効

用

遞

職

の

法

則

ゆ

柩

撒

^

て

 

第

九

蜜

^
.
3

右
ヒ
全
然
質
を
.同
じ
ゆ
す
る
他
の
金
時
計

-個
の
効
用
は
随
に

.厥#
せ
る
金
時
計
の
効
用
に 

ょ
し
て
遙
ヵ
に
低
い
に
相
連
な
い
。
此
理
は
勿
論
裝
飾
品
の
み
な
ら
す
、

to
：
の
總
て
の
種
泊
の 

«
物
の
効
用
に
も
存
し
で
ゐ
る

;f
f

i)

o 

.,

澈
後
に
货
物
の
中
に
は
|
個
の
み
に
て
充
分
に
欲

Q1

を
長
期
間
に

s.
つ
て
滿
た
し
得
る
も 

の
が
ぁ
る

o

大
多

_
の
人
に
對
し
ー
て
は
自

0 

_
又
は
自
働
車
は

 
一
®
.
に

て

用

を

辨

ずる
の
で 

あ
つ
て
、一
一
毫
三
裹
も
あ
っ
て
は
却
つ
て
處

S
に

®
す
る
と
も
あ
り
兼
ね
な
い
。
又
、一
家
庭
に 

は
ヒ
ァ
ノ

.、蓄
音
器
；等

も

I
,個
に
で
普
通
，充
分
：で
あ
〃
る
。

又
學
生
も
#
敎
将
書
を
ニ
册
以
上
必 

要
ビ
感
じ
て
ゐ
な
い
。

.
總
て
此
等
及

び

類
似

.の貨
物
に

在
り
て
は
、

「

單
位
の
効
用

は
如
何
程 

高
く
ぐ
も
緣
ニ
單
位
の
効
用
，は
著
じ
ぐ
減
中
る
。

:,
例

.：へば
敎
：科

*:
は
生
に
對
し
て
絕
對

.に一 

必
要
で
あ
る
か
ら
、1

册
の
効
用
は
頗
る
高
い
が
、第
ニ
冊
以

-1
>の
効
用
は
頗
る
低
い
。
學
生
の 

制
服
に
就
き
て
も
云
ふ
も
亦
同
じ
で
あ
る
。

」
是
れ
學
生
が
敎
科
書
を

■一ー
册
膦
入
し
或

W
制
服 

を 
一
lff
注
文
す
る
こ
と
殆
ん
ど
絕
無
な
る
所
以
で
あ
る
。

討。

ク

H %

ン
ス
は

『

嗜
好
、

術̂
研
究
又
は
，好
貪
の

..
：目

.：的物

對̂「

す

::
:ゃ您
留

|:
は、j

度
刺
戟

ti
:
,
 

る
れ
ば
、沿
ん

.ど

.限度
が
な
い

』v

論
断
し

て

：
ゐ
る
が
べ

op. cit. PV53)

是

れ

は

唆

好
0 2 ：

的
物
、
现

it

f

\


